
  

 

第１４０１回 例会 ２０２０年（令和２年）７月２０日 

 

前回（７月１３日）例会記録  

◇プログレス 片岡 清夫  ＳＡＡ  

 

１．来客紹介         

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：１名 合計：１名 

   

2．会長の時間  「ウーバーイーツ」  岡本  茂 会長 

 

先々週からの豪雨は九州一円から東北へと広がり、あちこちで大きな被害が出ています。 

梅雨前線はなおも居座り、まだまだ気を緩められそうにありません。熊本の球磨川、岐阜県の 

飛騨川も、普段の清流、急流が一旦牙をむくと豹変し、茶色い濁流が流域をのみ込みます。 

被災された方には心から見舞い申し上げます。 

先週の新年度例会に続く懇親会では、楽しい、賑やかなひと時を過ごすことができました。 

親睦委員会の委員の方々には、お世話さまでした。また、親睦委員会では、８月の終わりには 

京都・貴船への家族懇親会が企画されています。コロナウイルスの厳しい状況下ですが、 

夏の終わりの一日を皆で涼しくまた楽しく過ごしたいと思います。会員ご家族のたくさんのご参加をお待ちしています。 

さて、コロナ禍で巣ごもりの中、ウーバーイーツの配達員をよく見かけます。ウーバーイーツは、飲食店が料理をお客さん

のところへ配達する一種の出前サービスです。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 片岡 清夫 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「おおロータリー」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 委員会卓話  国際奉仕・ ロータリー財団・ 米山奨学・ ＳＡＡ・ クラブ戦略計画 各委員会 

・とんび 

・夏は来ぬ 

・野バラ 



 

普通の出前は、飲食店の従業員がしますが、ウーバーイーツではこれを外部の配達員がするところが違います。飲食店は、

出前に人手を割くことなく注文を受けることができ、顧客は色々な店から色々な品を色々な場所からスマホのアプリで 

注文することができる。一方、配達員は、自分の空き時間を使って好きな時間だけ自転車で働くことができる。副業も多い。 

こうみると、ウーバーイーツの提供するマッティングサービスは、料理店にもお客さんにも配達員にもメリットがある優れた 

ビジネスモデルということになります。しかし、課題もあります。この配達員はかたちのうえでは、ウーバーイーツと業務委託

契約を交わした個人事業主という扱いになり従業員ではありません。そのため、本来従業員なら保証される、最低賃金、失業

保険、休業手当、有給休暇、社会保険などはなくすべて自己責任になります。最近多発している交通事故や死亡事故も当然、

労災扱いにはなりません。フリーランスなどの新しい働き方が増えていますが、セーフティーネットの法整備が急がれます。 

 

３．委員会報告 

◎ 親睦委員会 澤田 宗久 委員長 

新年度初例会、会員懇親会を藤井幹事の「ｈｏｔｅｌ ｉｔ．」で開催いたしましたところ、多くの会員が出席して頂き、皆様 

大変盛り上がり楽しい会になりました。 

岡本会長の方針に基づき『楽しいクラブづくりとクラブ活動』にして行きますので、これからも宜しくお願い致します。 

まず初めに、企画として、８月２９日（土）夏の家族懇親会を行います。 

場所は、京都の奥座敷、貴船神社を参拝し、高井和大宮司に貴船神社の歴史等をご講和頂き、その後「ひろや」にて 

川床料理を頂きながらご家族と一緒に涼を楽しみ、親睦を深めたいと思っています。 

もちろん、万全なコロナ対策を行なって参りますので、会員ご家族の皆様奮ってご参加の程宜しくお願い申し上げます。 

参加ご希望の方は８月３日（月）までにお返事下さいませ。 

 

４．ニコニコ報告  清水 清一 親睦委員 

澤田 会員・・・・先週は初例会後、楽しい親睦会を行うことが出来ました。会員の皆様に感謝。 

本日例会終了後親睦委員会を開催いたしますので宜しくお願い致します。 

清水、片岡、北野、栗原、小島、井澤、新川、原山、小山、宮原、中西、沖、伊藤、松谷、山川、中嶋、俣野、林、 

甚田、岡野、岩崎、 

  各会員・・・・豪雨に気をつけて梅雨を元気に乗り切りましょう！ 

 

５．出席報告 片岡 清夫 ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３４名 出席会員数 ２９名 出席率 ８８％ 

第１３９８回（６月１５日） 修正出席率 ９７％ 

 

６．委員会卓話   

◎ 職業奉仕委員会 岡本 真太郎 委員長 

 

本年度職業奉仕委員長を拝命しております岡本です。 

職業奉仕というのは、ロータリー独自の考え方のように私は捉えており、私自身がロータリー 

入会の切っ掛けになった考え方のひとつでもあります。ロータリー入会８年目になるのですが、

お誘いを頂いた当時は、今よりもまだまだ現場の仕事を担っていました。ですので、奉仕活動と

いうよりも、正直、自分自身の仕事が最優先という状況でした。ロータリーとは何ぞやとご説明を

頂いた中に、その「職業奉仕」という概念がありました。 

 



 

 

自分自身の職業を通じて社会に奉仕するという考え方に刺激を受けたのを今でも覚えています。というのも、会社を引き継ぎ

「損得」ばかりを考え必死のパッチにやって来て、会社も軌道には乗ったのだが、「何かが違う」と感じ「何のために今後働い

ていくのか」と思い悩んでいるタイミングだったように思います。 

それまでの私は損益計算書ばかりに拘っていたのですが、「貸借対照表には経営者の生き様が宿る」とある方から教わり、

なるほど財務的な側面から考えると「こんな会社を作りたい（貸借対照表）」から「どんな１年を過ごさなければならない 

（損益計算書）」があるのだと気付いた、いわば経営者の第２ステージに入ったタイミングでもあったように振り返れば思い 

ます。 

今、私たちクラブの最優先事項は新規会員の獲得ですが、当時の私がそうであったように、「ロータリークラブにはそれほど

興味はない」けれども「多くの先輩経営者の生き様は学びたい」と思われている方は沢山いるだろうと確信しています。 

大阪船場ロータリークラブには、「このような仕事をしているメンバーがいます」に留まらず、「こんな生き様をしている 

メンバーがいます」にまで及ぶ取り組みが出来るような１年になればと考えて居ります。 

「損得」ばかりで判断していた私が、今では「二宮尊徳」の言葉に目が行くようになりました。 

「経済なき道徳は戯言であり 道徳なき経済は犯罪である」 まさにロータリーの職業奉仕そのものの様に感じております。 

若輩者ではありますが、１年間みなさまのお力添えの程よろしくお願い致します。 

 

◎ 社会奉仕委員会 小山 章松 委員長 

 

１．新型コロナウイルス感染症のワクチンが開発されていないなかで、どのような社会奉仕活動 

ができるか、会員個々人、ロータリークラブとして考えていきたい。 

２．船場倶楽部との関係を今後も継続し、船場地域での社会奉仕活動を実行できればと考えて 

います。 

３．船場倶楽部の案内板設置事業への協力として本町竹中工務店の御堂ビル玄関北側に 

設置できることになった。（２０２０年～２０２１年度の地区補助金が決定された。） 

 

◎ 青少年奉仕委員会 山川 良知 委員長 

 

青少年に対して夢、希望、活力を与えられるような活動をしたいと考えていましたが、コロナ 

感染症拡大防止のために、学校の長期休校等、学習環境や生活環境に様々な制約がある中で、

何が出来るのか、何をなすべきかを今一度考えたいと思います。 

継続事業である開平小学校児童の会員企業訪問、大阪ＹＭＣＡとの交流会、同校生徒の 

インターンシップについて、先方の意向や考えをお聞きしながら実現に向けて取り組みたいと 

思います。そのためには、皆さまからのご意見や、ご協力を欠かすことはできませんので、 

是非ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

☆次回７月２７日(月)例会予定  

  ・委員会卓話：会員増強 


